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総会・懇親会

同窓の夕べ

同窓会支部長紹介

グレイトビンゴ！！

挨拶　名塩良一郎副会長祝辞　安酸敏眞学長

名刺交換

アカペラサークルLapis

全学応援団指導部

令和
元年度

学生歌斉唱
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令和元年度

●海外旅行（台湾2泊3日）ペアでご招待 1本 北海学園大学同窓会

●温泉旅行（定山渓・登別・洞爺1泊2日）
　ペアでご招待 5本 北海学園大学同窓会

●劇団四季ミュージカル
　『リトルマーメイド』ペアでご招待 2本 劇団四季

●フットマッサージャー 1本 北海学園大学同窓会

●ふとん乾燥機 2本 北海学園大学同窓会

●衣類スチーマー 1本 北海学園大学同窓会

●コンベクションオーブン 2本 北海学園大学同窓会

●空気清浄機 3本 中道リース㈱

●両面ホットプレート 1本 札幌トロフィー㈱

●サイクロンスティック型クリーナー 2本 北海学園大学同窓会

●ハズキルーペ 2本 ㈱すぎたま

●ホテルノースシティペア宿泊券 1本 ホテルノースシティ

●ソーラー蓄電ラジオ 2本 北海学園大学同窓会

●商品券　5,000円 5本 ㈱T＆N北海道設計事務所

●非常用ラジオ付ライト　スターリングターボ 5本 ㈱マキ商会

●札幌パークホテル食事券 6本 札幌パークホテル

協　賛 令和元年度『同窓の夕べ』ビンゴ景品一覧 ビンゴ景品のご寄贈ありがとうございます

●ホテルノースシティ食事券　5,000円 2本 ホテルノースシティ

●図書カード　5,000円 1本 中西印刷㈱

●札幌ビューホテル大通公園ペアランチ券 3本 札幌ビューホテル大通公園

●プレミアムこしひかりギフト 6本 北海学園大学同窓会

●真空断熱タンブラー 3本 北海学園大学同窓会

●VISAギフトカード　4,000円 5本 ㈱須田製版

●Ankerモバイルバッテリー 6本 ㈱ラボット

●JCBギフトカード 5本 ㈱アイワード

●掛け布団カバー　シングル 20本 ㈱ニトリホールディングス

●首掛けタイプエプロン 20本 ㈱ニトリホールディングス

●ミニタオルケット 20本 ㈱ニトリホールディングス

●岩塚製菓　新潟物語 20本 ㈱ナシオ

●芋焼酎　海童「祝の赤」 20本 カタギリ・コーポレーション㈱

●純米吟醸酒「栗山英樹」ラベル　栗山町限定酒 6本 小林酒造㈱

●日本酒「札幌村」 32本 岩田地崎建設㈱

●ワイン 20本 道路工業㈱

●特別純米酒　まる田 6本 ジンコーポレーション㈱

同窓の
夕べ

海外旅行 2泊3日　ペア　1組

中島　敏和　氏 昭和51年卒 経済学部経済学科

温泉旅行 道内温泉1泊2日　ペア　5組

工藤　雅巳　氏 昭和49年卒 経済学部経済学科

大森由美子　氏 平成  9年卒 経済学部経済学科

山田　孝博　氏 平成10年卒 経済学部経営学科

一方井真介　氏 平成10年卒 工学部土木工学科

ロバート ブードロー　氏 カナダレスブリッジ
大学交換教授

ビンゴ
当選者

令
和
元
年
度
　
総
会
・
懇
親
会

　「
同
窓
の
夕
べ
」開
催
報
告

～
去
来
今
　
新
た
な
息
吹

新
た
な
歌
声
と
と
も
に
一
年
ぶ
り
の
学
園
に
乾
杯
を
！
～

　
令
和
元
年
度
「
同
窓
の
夕
べ
」
が
10
月
26
日
（
土
）
札
幌
パ
ー

ク
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
道
内
外
か
ら
の
同
窓
生
・
学
園
・

大
学
関
係
者
約
7
5
0
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
総
会
は
、
関
寛
副
会
長
の
開
会
宣
言
後
、
名
塩
良
一
郎
副

会
長
の
挨
拶
、
安
酸
敏
眞
学
長
の
祝
辞
、
髙
田
哲
也
事
務
局

長
の
会
務
報
告
が
行
わ
れ
同
窓
会
43
支
部
の
支
部
長
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
懇
親
会
に
移
り
、
名
刺
交
換
や
現
役
学
生
「
ア

カ
ペ
ラ
サ
ー
ク
ルL

ap
is

」
の
ラ
イ
ブ
と
「
全
学
応
援
団
指

導
部
」
の
演
舞
で
会
場
を
沸
か
せ
、「
学
園
グ
レ
イ
ト
ビ
ン
ゴ
」

で
は
、
海
外
旅
行
を
は
じ
め
豪
華
景
品
で
大
変
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　
最
後
に
全
学
応
援
団
指
導
部
第
65
代
団
長
新
村
一
虎
さ
ん

（
経
済
学
部
3
年
）
の
エ
ー
ル
で
学
生
歌
を
全
員
で
斉
唱
し
、

名
塩
良
一
郎
副
会
長
の
三
本
締
め
で
来
年
の
再
会
を
約
し
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

令
和
2
年
度
「
総
会
・
懇
親
会
」
は
10
月
24
日
（
土
）

17
時
30
分
よ
り
札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
開
催
予
定
で
す
。
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卒
業
お
め
で
と
う

　

北
海
学
園
大
学
・
同
大
学
院
の
学
生
生

活
を
終
え
、
晴
れ
の
卒
業
証
書
・
学
位
記

を
手
に
新
し
く
社
会
に
雄
飛
さ
れ
る
皆
様

に
心
か
ら
お
慶
び
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

本
日
か
ら
は
北
海
学
園
大
学
同
窓
会
の
会
員
と
し
て
新
た

に
仲
間
入
り
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
若
く
実

行
力
に
富
む
皆
様
を
お
迎
え
で
き
る
こ
と
は
本
会
と
し
て
は

何
も
の
に
も
替
え
が
た
い
力
強
さ
を
感
ず
る
も
の
で
あ
り
、

心
か
ら
歓
迎
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
、
北
海
学
園
大
学
は
昭
和
25
年
に
北
海

短
期
大
学
と
し
て
発
足
し
、
27
年
に
は
北
海
道
に
お
け
る
最

初
の
四
年
制
の
私
立
大
学
と
し
て
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
今
日

で
は
5
学
部
12
学
科
、
各
学
部
に
は
大
学
院
（
博
士
課
程
）

を
有
す
る
道
内
最
大
の
私
立
総
合
大
学
と
し
て
、
教
育
・
研

究
実
績
が
高
く
評
価
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
の
発
足
は
1
期
生
が
誕
生
す
る
昭
和
29
年
3
月
で

あ
り
ま
す
。
1
期
生
と
2
期
生
が
話
し
合
い
自
ら
の
門
出
を

祝
う
会
を
開
催
す
る
た
め
に
同
窓
会
を
創
っ
た
の
が
は
じ
ま

り
で
す
。

　

こ
こ
で
改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
く
、
同
窓
会
は
独
立
し

て
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
常
に
母
校
北
海
学
園
大
学
の

発
展
と
一
体
と
な
っ
て
将
来
を
展
望
す
る
と
と
も
に
、
会
員

9
0
、5
0
0
余
名
の
ひ
と
り
ひ
と
り
が
そ
の
重
要
な
役
割

を
充
分
に
は
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
立
大
学
を
取
り
ま
く
環
境
は
、
近
年
の
長
引
く
経
済
不

況
、
そ
し
て
回
復
の
目
途
が
立
た
な
い
少
子
化
社
会
の
到
来

等
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
期
に
、
皆
様
を
会
員
と
し
て
迎
え
る
こ
と

は
、
大
変
力
強
い
こ
と
で
あ
り
、
社
会
人
と
し
て
の
活
躍
を

期
す
る
と
と
も
に
、
会
員
と
し
て
母
校
発
展
の
た
め
、
大
い

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
、
歓
迎
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

会
長 

森
本　

正
夫

新
会
員
に
期
待
す
る

卒業生の声

Q1

学
園
大
に
入
っ
て
良
か
っ
た
こ
と

Q2

大
学
で
頑
張
っ
た
こ
と

Q3

４
月
か
ら
は
…
（
進
路
等
）

Q4

あ
な
た
に
と
っ
て
「
仲
間
」
と
は
？

様々な価値観を持つ人と交流できたことで
す。また設備が整った大学なので快適に大学
生活を送ることができました。

Q1

勉強とサークル活動です。勉強では継続力がつき、サークル
活動ではコミュニケーション力がつきました。

Q2

損害保険会社で働きます。事故にあった人々の不安を少しで
も安らげることができるように尽力します。

Q3

同じ志をもって頑張ることができる存在です。入学当初は未
熟だった私が成長できたのも仲間のおかげです。本当に感謝
しています。

Q4

視野が広がったことです。様々な人と出会い
多くの考え方に触れることで、自分自身の成
長に繋げることができたと思います。

Q1

アカペラサークルでの活動です。ライブ運営など、仲間とひ
とつのものを作り上げていく経験を得ることができました。

Q2

国家公務員として働きます。業務に責任を持ち、日々学びな
がら成長し続けていきたいです。

Q3

楽しいことだけでなく、辛いことも共に乗り越えてきた存在
です。大学生活では大切な仲間に出会うことができました。

Q4

大学を通して、多くの人と出会えたことです。
自分とは全く違う考えや意見に触れること
で、物事を多面的に見る力が付きました。

Q1

昼間に税理士事務所でアルバイトをし、夜は大学の授業を受
ける生活を4年間続けたことです。

Q2

家具メーカーの総合職として働きます。財務経理部で働きた
いという目標があるため、働きながら資格取得を目指します。

Q3

苦楽を共にする存在だと思います。特に就職活動では辛いこ
とも嬉しかったことも共有し合いました。

Q4

3年生になると座学だけでなく実験や実習な
どがあり、そこで班員と協力して取り組むこ
との重要さを知ることができました。

Q1

私は、硬式庭球部に所属しており授業のみならず部活にも力
を入れて両立することができました。

Q2

4月からは北海道開発局に就職し、北海道のまちづくりに貢
献します。

Q3

私にとって「仲間」とは、互いに高め合うと同時に、かけが
えのない瞬間を共有し合う存在です。

Q4

興味がある事に挑戦しやすかったことです。
自分がやりたいことに積極的に挑戦すること
ができ、通いがいのある4年間でした。

Q1

学業とサークル活動の両立です。サークルと授業の時間が重
なっていたので大変でしたが最後までやり遂げることができ
ました。

Q2

法務局の職員として働きます。大学で学んだことや経験した
ことを活かして職務に邁進していきたいと思います。

Q3

辛いときには一緒に乗り越え、時には互いに切磋琢磨し合っ
て高め合えるとても大切な存在です。出会うことができて幸
運でした。

Q4

第一に、恩師に出会えたことです。私の人生
にかけがえのないものを与えて下さいまし
た。また、大切な仲間にも出会えました。

Q1

自分を見つけることです。講義や研究、就職活動等を通じ、
新たに、自分の長所や興味・関心に気づき、進路を決断でき
ました。

Q2

これまでの研究に関連し、総合建設コンサルタントの会社に
入社します。これからの北海道のまちづくりに尽力します。

Q3

同級生やゼミの『仲間』とは、辛い時や楽しい時にお互いに
時間を共にし、それが励みとなって前向きに、強くなれる存
在です。

Q4

経済学部経済学科　魚谷　勇真
所属ゼミ／小坂直人ゼミ
所属サークル等／ダーツサークル CLUB RIZE

人文学部日本文化学科　松井　日向子
所属ゼミ／田中綾ゼミ
所属サークル等／アカペラサークル Lapis

経営学部経営学科　左近　美貴
所属ゼミ／関谷浩行ゼミ

工学部社会環境工学科　坂本　純哉
所属ゼミ／嵯峨浩ゼミ
所属サークル等／硬式庭球部

法学部法律学科　福井　悠人
所属ゼミ／臼杵裕美ゼミ
所属サークル等／吹奏楽団

工学研究科電子情報生命工学専攻　正田　遼平
所属ゼミ／人間・環境システム研究室（鈴木聡士研究室）
所属サークル等／スキューバダイビング部
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パネルディスカッション
左より　樽見弘紀法学部教授、大平義隆経営学部教授、
	 佐藤大輔経営学部教授、伊藤博之さん、穴田ゆかさん

協力：苫小牧支部、道南支部、
空知支部、蝸牛会 OB異業種ネットワーク

協力：日本カイロプラクティックドクター専門学院札幌校

協力：写真部OB会

第12回　ホームカミングデー開催報告

学園かえる
カフェ

Home
Coming
Day

12th 　第 12 回ホームカミングデーが 10 月12 日（土）に大学と
共催で開催されました。
　今年で 7 回目となる学園かえるカフェは「北海道から起業し
よう！」と題してクリプトン・フューチャー・メディア株式会
社代表取締役で本学経済学部OB の伊藤博之さんに「事業展開」
について、株式会社 ACT NOW 代表取締役穴田ゆかさんに「ク
ラウドファンディング」について講演をしていただきました。
　また、「北海マルシェ」、「無料カイロ施術」、「写真展」、「学食
de ランチ」も開催され、OB をはじめ一般の方にも多数ご参
加いただきました。

北海
マルシェ

無料
カイロ
施術

学食
de
ランチ

写真展
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2020年度一般入試、センター試験利用
入試（Ⅰ期）、併設校推薦入試の合格発表
　 2月 23 日（日）午前 10時に合格発表が行われ

ました。合格発表は、昨年まで豊平キャンパス 7

号館前に掲示板を設置して行っていましたが、今年

から校内での掲示に変わりました。右の写真は発表

直後の様子です。合格発表はホームページ上でも行

われました。

本学の志願状況
　本学の志願者数は、長期的には 18歳人口の変動

と密接に関連して推移してきました。18歳人口が

最も多かった 1990 年代初頭には本学の志願者数も

ピークとなり、18 歳人口が横ばいとなった 2010

年以降は志願者数もほぼ一定（約 7,000 人）となっ

ていました。その傾向が変化したのは昨年度入試か

らです。昨年度は、文科省による入学定員管理の厳

格化により、首都圏などの大規模大学で合格者数が

抑えられ、多くの不合格者が他の大学に流れる動き

が顕著になりました。その影響で、本学でも昨年度

入試では志願者数が前年度よりも 10％以上増加し

ました。特に大きく伸びたのはセンター試験利用入

試（Ⅰ期）です。それに加えて、今年度入試では、

来年度から始まる共通テストを避ける受験生心理が

はたらき、昨年度よりもさらに 10％以上志願者が

増加したのですが（9,000 人に近づく勢いです）、

センター試験利用入試の志願者数はむしろわずかに

減少しました。これは、昨年度のセンター試験利用

入試の合格点が多くの学部で高くなったために、受

験生に敬遠され、一般入試の方が合格しやすいと判

断された結果であると考えられます。

　このように、受験生の安全志向の影響でこの 2

年間の志願者数は大きく増加しましたが、来年度志

願者数は今年度の反動で大きく減少することが予想

されています。さらに、北海道の 18歳人口はこれ

からの 5年間で 10％減少します。本学がこれから

も多くの高校生に関心を持ってもらえる大学である

ために、道内の高校生へ本学の魅力を伝えるととも

に、道外での本学の知名度を上げるための広報活動

が必要だと考えています。

表1　2020年度一般入試・センター試験利用入試（Ⅰ期）入試状況

一般入試

学部・学科 募集人員
（人）

志願者数（人） 合格者数
（人）

2019
年度

2020
年度

前年比
（人）

前年比
（％）

2020
年度

1
部

経済学部（経済学科・地域経済学科） 160 1,369 1,429 60 104.4 409

経営学科 84 542 567 25 104.6 133

経営情報学科 70 370 441 71 119.2 115

法学部（法律学科・政治学科） 130 685 855 170 124.8 265

日本文化学科 51 235 246 11 104.7 81

英米文化学科 46 216 277 61 128.2 76

社会環境工学科 23 85 113 28 132.9 81

建築学科 20 130 158 28 121.5 87

電子情報工学科 35 111 182 71 164.0 100

生命工学科 20 79 114 35 144.3 94

1部計 639 3,822 4,382 560 114.7 1,441

2
部

経済学部（経済学科・地域経済学科） 42 179 235 56 131.3 211

経営学科 50 112 188 76 167.9 92

法学部（法律学科・政治学科） 72 128 218 90 170.3 334

日本文化学科 14 36 65 29 180.6 21

英米文化学科 10 29 36 7 124.1 22

2部計 188 484 742 258 153.3 680

合計 827 4,306 5,124 818 119.0 2,121

センター試験利用入試（Ⅰ期）

学部・学科 募集人員
（人）

志願者数（人） 合格者数
（人）

2019年
度

2020年
度

前年比
（人）

前年比
（％）

2020年
度

1
部

経済学部（経済学科・地域経済学科） 30 350 336 －14 96.0 123

経営学科 35 369 298 －71 80.8 132

経営情報学科 35 313 276 －37 88.2 121

法学部（法律学科・政治学科） 30 272 298 26 109.6 122

日本文化学科 12 215 181 －34 84.2 79

英米文化学科 12 190 260 70 136.8 115

社会環境工学科 10 108 116 8 107.4 92

建築学科 12 188 150 －38 79.8 101

電子情報工学科 10 204 208 4 102.0 153

生命工学科 12 156 191 35 122.4 126

1部計 198 2,365 2,314 －51 97.8 1,164

2
部

日本文化学科 3 33 47 14 142.4 17

英米文化学科 3 35 36 1 102.9 31

2部計 6 68 83 15 122.1 48

合計 204 2,433 2,397 －36 98.5 1,212

一般入試・センター試験利用入試　合計 1,031 6,739 7,521 782 111.6 3,333

＊経済学部・法学部は学部単位の募集です。
＊2部合格者数は第二志望合格者を含む数字です。

入試部長　岡崎　敦男入試動向について2020
年度

合格掲示の前で
（2020年2月23日）
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2019
就職 戦線

就職マナー講座就職ガイダンス

公務員ガイダンス

キャリア支援センター
事務長

河井　裕司

　昨今の就職環境は「売り手市場」と言われ、一部大手で

採用を縮小する会社もありましたが、依然として学生にとっ

ては有利な環境であったと言えます。「売り手市場」を反映し、

学生に対しては就職情報会社や国、自治体が主催する就職

に関するイベントが年々増えております。こういった状況の

中、学生自身が情報の取捨選択を上手にできたかどうかが、

大きなカギであったと言えます。学生が就職に関して楽観的

になっているわけではないと思いますが、こういったイベン

トに参加する学生が減ってきている傾向もみられます。これ

から就職戦線に臨む3年生も、内定を獲得するだけのテク

ニカルな対策ではなく、人事担当者、OB・OGからのリア

ルな情報収集を十分行ったうえで、自らのスタンスを持って

ミスマッチとならない就活を実行していただきたいと考えて

おります。早期に内定を獲得することが優れているというこ

とではなく、働くことのイメージを持ち、将来をしっかりと

見据えて堅実な就活を行っていただきたいと思います。

　今年度の内定状況としては、昨年とほぼ同じ状況になっ

ています。企業の行う採用活動が早くなっているということ

について、そういった傾向は否定しませんが、北海道内の堅

実な企業も、夏休み以降にも採用活動を行っているケース

が昨年よりも多くありましたので、最後まであきらめないで

努力することが内定獲得の成功につながると考えます。

　公務員試験につきましても、最終の調査はこれからになり

ますが、国家公務員においては、昨年よりも多数の合格者

が出ております。SPI や教養試験のみで受験できる地方公務

員のほうが受験しやすいと考える大学生が多くなってきてい

る中、大卒程度の国家公務員試験の受験科目には専門試験

も実施されます。令和元年度は、この専門試験もしっかり対

策している本学学生の普段からの学習成果が現れた結果と

なっています。

　本学では、今年度まで札幌・旭川・帯広・函館において、

保護者懇談会を実施しておりました。次年度からは、上記

に加えて室蘭・釧路・北見でも保護者懇談会を開催いたし

ます。就職に関する勉強会も行っており、保護者の方々にも

現在の就職動向等を詳しくお伝えしておりますので、是非ご

参加いただきたいと考えております。

主な国家公務員合格状況
令和元年度 平成30年度 平成29年度 平成28年度 平成27年度

国家公務員一般職 126 91 95 95 89

国税専門官 47 36 20 15 30

財務専門官 6 5 3 1 6

裁判所事務官一般職 18 14 4 4 6
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同窓生企業ファイル①

パイオニアスピリットあふれる経営マインドを探る

面倒くさいことをいとわず、時間が生みだす価値を大切にする

　六花亭製菓株式会社は1933年創業、帯広市に本社をおき、道内に69店舗、従業員1,300
人余（パート含む）、グループ企業は六花亭食文化研究所など9社を有する北海道を代表する製

菓メーカーです。「お菓子は大地の恵みです」をキャッチフレーズに、本業のほかメセナ活動やCSR（企業の社会的責任）
の一環として文化活動にも力を注いでいます。1960年に発刊した児童詩誌「サイロ」は文化庁長官賞を2011年に受賞。
現在、六花亭食文化研究所所長を務める2代目社長の小田豊さんは、企業経営や社会貢献などに功績のある経営者に
贈られる「渋沢栄一賞」を2015年に受賞しています。
　本社：帯広市西24条北1丁目3-19　　電話：0155-37-6666　　ホームページ：https://www.rokkatei.co.jp/

　2016年4月に前社長の小田豊さんの後を継いで専務から社長へ。
学生時代1年生から卒業まで続けたボクシングで鍛えた184cmの
痩身で、日々反省そして前進という入社時の姿勢を貫いて六花亭製
菓のかじ取りをされています。今年1月北海学園大学豊平キャンパ
スに来学された際、入社時の思い出や会社が目指していることにつ
いてお話を伺いました。

企業データ

六花亭製菓株式会社　代表取締役社長

1980（昭和 55）年　経済学部経済学科卒業
佐藤 哲也 氏

原石を磨き
「青色青光　黄色黄光　赤色赤光　白色白光」
　入社したのは1980年ですが、業容が拡大していく時代で
したので、夢中で仕事をしていました。毎日仕事が終ると、大
卒男子の「勉強」としての便所掃除が待っていました。不思
議なほどに「辛い」という思いがなく、「この部屋（トイレ）
の責任者は私だ」という思いで、磨きをかける日々でした。こ
れが後に、前社長から「佐藤さんは誰よりも便所掃除をした
から社長になったんです。」と言われることにつながります。
会社の成長と共に新たなポジションも生まれていた時代であ
り、1年目の終り頃には、一つの職場の責任者となっていまし
た。今の時代は量的な拡大がそうは望めませんので、仕事の
質の向上に取り組む日々です。量には限りがありますが、質の
追究にゴールはありません。
　モチベーションを保つ手段の一つとして、社内表彰制度を
充実させています。35年ほど前に、年に1度の最優秀社員賞
表彰から始まり、上半期・下半期毎になって表彰者数も増え、
今では毎月「今月の顔」という表彰もしています。辛抱すると
いうことが続かなくなって来ていることへの対応と言えます。

　採用の際には、クレペリン検査を重視しています。人それ
ぞれの持ち味を、長所的に発揮出来る状態か否か、精神健康
度を確認しています。誰も見ていないトイレで、スリッパを
揃えて出るか否か？　胸の内にいるもう一人の自分に嘘をつ
かずに、やるべきことをやり続ければ、自身が持っている原
石を磨き光らせることになりますが、「まあいいや」と妥協し
てしまうと、光を鈍らせることになります。おいしいお菓子
作りには手間がかかりますか
ら、「面倒くさい」と思う心に
克つことが求められるのです。
　ですから、小さなことの徹
底を、繰り返し求めています。
本社には「青色青光 黄色黄
光 赤色赤光 白色白光」とい
う書が掛けられています。

本業のお菓子作り、社内制度資本、自然資本の三本柱
　昨年の「メセナアワード 2019」で六花の森が、優秀賞「花
とアートの森あわせ賞」を受賞。長年整備を続けて来て、年々
歳々その魅力を増して来たことが評価されたことは、大変嬉
しいことでした。私共では、「時間と共に価値を増すもの」
であることを、大切な評価尺度としています。
　この活動を継続する為にはお金がかかることですから、本
業での収益の確保があればこそです。日々の取り組みによっ
て本業を支えている従業員もまた、全国区の評価を得たこと、
それを支えていることに誇りを持つことが出来ています。そ
して会社は、従業員の取り組みに報いる為に、社内制度資本
の充実を進めるという、この三本柱のバランスが取れている
ことが、企業の永続性につながると考えています。
　社内制度資本の充実という面においては、先述の表彰制度
がまず上げられますし、旅費の 7割、年間最大 20万円まで
補助する社内旅行制度、有給休暇を 31年連続して 100％取
得していることなどが上げられます。また、従業員から毎日
メールで届けられる「1日 1情報」を利用した、日刊社内新
聞「六輪」の発行は、文字通り六花亭の従業員の交流の輪を
作り、経営方針の浸透に役立っています。

仕事も遊びも一生懸命
　社内でのキーワードの一つとして、「全国区」が上げられます。
お菓子作りにおいては、どらやきも、カステラも、マルセイバター
サンドも全て全国区、日本一のおいしさを求めて日々精進してい
ます。それと同時に遊びの部分、クラブ活動においても、やる
からには日本一を目指そうと言っていま
す。代表的なのは軟式野球部とそれを応
援する応援団とチアリーダーですが、共
に全国区であり、日本一になった実績も
あります。他に茶道部、管楽器アンサン
ブルが活動しています。全国区というの
は、憧れの存在となること。そのことが
誇りを持つことにつながります。
　憧れというものは、お金だけで
は買えないものです。そしてその
際たるものが人財です。仕事も
遊びも一生懸命に取り組んで、自
分磨きが出来る環境を整えること
が会社磨きとなり、社会貢献にも
つながると考えています。 野球部を応援するチア六花の森

マルセイバターサンド
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ぶ
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国
大
会
出
場
を

果
た
し
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ー
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現
役
学
生
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ン
タ
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北
海
学
園
大
学
サ
ッ
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ー
部

　宮
井
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樹
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ん
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経
営
学
部
1
部
経
営
学
科
4
年
）

し
て
し
ま
う
シ
ュ
ー
ズ
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ど
の
サ
ッ

カ
ー
用
品
に
使
っ
た
り
、
練
習
場
に
通

う
ク
ル
マ
の
ガ
ソ
リ
ン
代
に
当
て
た
り

し
て
い
ま
す
。

─
卒
業
後
サ
ッ
カ
ー
へ
の
思
い
は

　

任
地
が
ど
こ
に
な
る
の
か
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
赴
任
先
で
サ
ッ
カ
ー
が
で
き

れ
ば
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
会

社
に
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が
な
け
れ
ば
そ

の
地
域
に
あ
る
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
参
加

し
て
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
つ
も
り
で
す
。

　

今
の
自
分
が
あ
る
の
は
サ
ッ
カ
ー

あ
っ
て
の
こ
と
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

一
生
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

（
2
0
1
9
年
12
月
11
日
／

学
園
会
館
に
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）
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OPEN SPACE
オープンスペース

　昭和 44年 10 月に愛好会として発足した北海学園大学

少林寺拳法部は今年創部 50周年を迎え、令和元年 10 月

12 日に OB・OG・現役・来賓等を合わせて 89 名に出席

いただき、札幌ガーデンパレスにて記念祝賀会を開催いた

しました。残念なことに当日は台風 19号の影響で本州在

住のOB数人や東北学院大学少林寺拳法部の関係者が急遽

欠席という事態になってしまいました。祝賀会は 6代目・

砂田展宏氏の開会の挨拶から始まり、現役部員の演武披露、

OB会長・八木辰夫氏の挨拶、学生部長・鈴木美佐子先生

にご祝辞をいただいた後、初代監督・葉梨昌幸氏の乾杯で

宴が始まりました。途中、OB会からの記念品として部へ「部

旗」の贈呈を行いました。また、シゴキが当たり前だった時代の映像をスクリー

ンにて映し、懐かしむOBや驚くOG・現役部員の姿も見受けられました。最

後は初代主将・中山司氏の乾杯で盛会のうちにお開きとなりました。今回、創

部 50周年という一つの節目を迎えることができましたのは、部に直接関わっ

てきた方々の存在はもちろんのこと、北海学園大学・北海学園大学同窓会等々

ここでは書ききれないほどのたくさんの方々の支えがあってのことと心より感

謝申し上げる次第でございます。今後とも北海学園大学の課外活動団体の一つ

として、北海学園大学発展の一助になれますよう、現役・OB・OG・指導者と

もども「人づくり」に精進いたします。

北海学園大学少林寺拳法部　創部50周年

　去る11月30日（土）創団30周年記念　第28回北海学園大学吹

奏楽団定期演奏会が、札幌コンサートホール“Kitara”大ホールで開

催された。演奏会は3部構成で行われ、1・2部は現役によるステージ、

3部はOB60名を加え、110名での合同演奏を行った。道外からも多

数のOBが参加し、ステージだけではなく、客席にも多数のOBが訪

れた。現役学生の日ごろの練習の成果が発揮され、また合同合奏では

スケールの大きい演奏を披露し、約800名の観客を魅了した。

　演奏会後は、札幌パークホテルにて創団30周年記念祝賀会を開催し、

OB現役を合わせて約140名が出席した。

　ここ数年は、札幌コンサートホール“Kitara”を会場として使用し

ていたが、次年度は改修工事のために使用することができない。新た

な歴史を刻む31年目の定期演奏会は、令和2年12月6日（日）札

幌市教育文化会館大ホールで開催を予定している。

北海学園大学吹奏楽団　創団30周年

令和 2年度　行事予定
6 月 評議員会（6/26）

10月 第 13回ホームカミングデー（10/10）

全国支部長会議（10/24）

総会・懇親会「同窓の夕べ」（10/24）

3月 卒業祝賀会・新会員入会歓迎会（3/20）
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同窓生のお店探訪

八剣山ワイナリー
〒 061-2275
札幌市南区砥山 194-1
TEL ／ 011-596-3981（FAX兼用）
http://hakkenzanwine.com

ワインショップフジヰ
〒 060-0063
札幌市中央区南 3条西 3丁目 1-2
TEL ／ 011-231-1684
https://www.wineshop-fujii.com

マルヨ吉田商店
〒 064-0821
札幌市中央区北 1条西 24丁目
ミニまるいちば
TEL／ 011-641-4345
https://hguwine.wixsite.com/mysite-1

鎌田孝さん　経済学部経営学科　1983年卒業

　2012 年の「世界きき酒師コンクール」で、日
本酒と焼酎両部門で準優勝（両部門の各優勝者よ
りも高く評価された）の鎌田さん。北海道の酒を
こよなく愛し、利酒師として国酒（日本酒・焼酎）
の伝道師を自任する。サッポロビールに勤める父
と日本酒の北の誉れ酒造に勤める母の、双子の長
男として生まれた。兄弟揃って本学卒。経済学部
で経営感覚も磨き、北海道で唯一、300 種類以上
の北海道産酒を揃える、フードもオリーブオイル
以外はすべて道産素材というこだわりのバー。

磯野直大さん　経済学部Ⅱ部経営学科　2003年卒業

　大学卒業後、3年半のサラリーマン生活を経て
自分が好きな仕事をしたいと磯野さんは料理の道
へ進みました。小樽の寿司屋で修業をおこない独
立し、現在地でのお店は 4年目となります。ギャ
ラリー併設のアート空間を抜けるとカウンターと
個室があります。道内外問わず旬の美味しい食材
へのこだわりは勿論、体に良いものを提供するた
め化学調味料は使わず、お水についてはニセコへ
自ら汲みにいきます。昼は事前予約のみで 8,000
円のコースがメイン、夜も予約をした方が確実で
8,000円と12,000円のコースが中心となります。

北海道産酒 BAR　かま田 鮨いその

赤ワイン
￥2,200（税込）

スパークリングロゼ
￥2,420（税込）

札幌市中央区南 4条西 4丁目　MYプラザビル 8F
電　　話　011-233-2321　http://dosankosyocyu.com/
営業時間　月～土曜日 18：00～25：00　日・祝日 18：00～24：00
不定休：無休（年末年始＆従業員研修日は休業）

札幌市中央区南2条西7丁目8番地2　南2条ビル1F
電　　話　011-272-2070
営業時間　ディナー　火～日曜日 18：00～ 24：00（L.O.23：00）
ランチ（事前予約）	 水～ 日曜日 12：00～15：00（L.O.14：00）
定休日：月曜日

　工学部生命工学科　小山芳一教授の研究室は、八剣山ワイ
ナリーと連携、協力し「学園オリジナルワイン」が完成しま
した。
　きっかけは「生命工学科の持つ知識や技術で何か地域に貢
献はできないか」との思いでした。
　昨年度の試験醸造に続き、今年度は製品企画、工程管理、
成分分析、ワイナリー試験圃場での剪定、収穫の実習、仕込み、
瓶詰までも共同で行い、昨年 12月にスパークリングロゼを、
2月に赤ワインが販売されました。
　ワイナリー、葡萄、酵母すべてが道産の「学園オリジナル
ワイン」をぜひこの機会に多くの皆さまにお楽しみいただけ
ればと思います。
　八剣山ワイナリーのほか、下記の店舗で取り扱っています。

工学部生命工学科　「学園オリジナル赤ワイン」完成

Vol.
01

Vol.
02
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　全国 42支部の支部長と支部長代理そして同窓会役
員が出席し、安酸敏眞学長による「北海学園大学のい
ま」と題した講演と各支部長から支部活動についての
現況報告や意見交換が行われました。
　また、辻弘範経済学部教授による出前講義「朝鮮
半島はどこに向かうのか」も行われ、出席者は真剣に
聞き入っていました。

令和元年度

全国支部長会議
10月26日（土） 札幌パークホテル

役　　員

副 会 長 名塩良一郎

大澤　定雄

関　　　寛

板垣　俊夫

宮本　雅次

城　　秀夫

事務局長 髙田　哲也

常任幹事 桑山　博年

杉山　隆俊

日和　哲志

小林米三郎

村口　康博

津島　　慧

須田　勝一

山本　秀康

濱川　俊久

安酸敏眞学長の講演 全国支部長会議 辻弘範経済学部教授の出前講義

役　　員

常任幹事 高岡　昌和

横谷　貞夫

支部名 氏　　名

空知支部 ○安藤　雄一

苫小牧支部 森　　幹弘

釧路支部 花井　紀明

北見支部 ○古山　康弘

根室支部 ○石田　和仁

自衛隊支部 浅田　哲治

札幌東区支部 佐藤　寿一

豊陽会 ○後藤　　哲

石狩市役所支部 及川　浩史

北海学園大学支部 藤井　勝彦

札幌市役所支部 鈴木　和弥

道南支部 ○室田　幸治

支部名 氏　　名

旭川支部 齋藤　昂一

小樽支部 ○島口　利一

岩田地崎建設支部 宮川　　功

北広島市役所支部 山田　　基

稚内支部 吉田　孝史

江別市役所支部 佐藤　貴史

木端会 ○杉山　友和

北杜会 湯口　雄司

北翔会 ○長谷川直久

帯広信用金庫支部 澤崎　　亨

ゆうほう会 ○高田　喜博

静内支部 増本　裕治

関西支部 大久保明男

伊藤組土建支部 新田　幸洋

千歳支部 石塚　雅樹

応援団OB尚志会 ○黒田　健一

支部名 氏　　名

会計学友会 ○齋藤　勝宏

写真部OB会 藤森　哲司

サッカー部OB会 阿波　昭則

岩見沢市役所支部 ○木下　栄一

グリークラブOB会 辻井　久幸

山岳部OB会 名越　　茂

リコージャパン支部 鈴木　紳一

札幌南区支部 五味川博都志

江別支部 宮下　次夫

※経三期会 宮崎　文彦

※経五期会 藤野　直也

※経六期会 土橋　舜平

※経八期会 田中　　眞

※蝸牛会 木津谷士朗

○：代理　※：準支部

第84号 令和2年3月15日（12）豊　平　會　報



支部紹介 サッカー部OB会「永劫会」

阿波　昭則　会長

▶創部からの歩み

　1952年、私が生まれる2年前に北海学園大学体育会
「蹴球部」（当時はサッカー部ではなく「しゅうきゅうぶ」
と呼ばれていた。）が創部、2020 年の今年で 68年の
年月が過ぎました。初代OB会長の 8期桂田泰宏先輩
から平成18年 4月 22日の総会に於いて私、阿波昭則
がOB会長となり今年で14年目 66歳に成ります。そ
の翌年の平成19年には大学同窓会から活動実績が認め
られ体育系団体としては初めて「支部」として誕生し、
現在に至っております。

▶これからの歩み

　これからもサッカー部OB会の通称である「永劫会」
の名の通り永劫の心の棲み処として会員相互が深く親睦
を深め未来永劫、我がサッカー部OB会の更なる充実
を目指します。

　昨年現役サッカー部が21年振りに総理大臣杯全日本
大学サッカー選手権全国大会に出場しました。これを機
に当大学体育会の中核となってページを新しく刻み、輝
かしい足跡を残せるよう日々研鑽し活動を進めて行く所
存です。これからも皆様のご支援・ご協力をお願いいた
します。

創 部 昭和 25（1950）年（1952 年度 4年制移行に伴い体育会蹴球部として再出発）

会 員 数 478 名
顧 問 宮崎　文彦 経済学部経済学科昭和 31 年卒 会 計 加地　隆之 工学部土木工学科昭和 62 年卒

名誉会長 桂田　泰宏 経済学部経済学科昭和 36 年卒 会計監査 伊藤　一志 法学部法律学科昭和 59 年卒

会 長 阿波　昭則 経済学部経済学科昭和 52 年卒 会計監査 新堀　裕幸 経済学部経済学科昭和 58 年卒

副 会 長 酒井　敦博 法学部法律学科昭和 52 年卒 評 議 員 小野　純孝 経済学部経営学科平成 6年卒

副 会 長 古屋　新一 経済学部経済学科昭和 54 年卒 評 議 員 伊藤　一志 法学部法律学科昭和 59 年卒

副 会 長 前田　晃壱 経済学部経営学科昭和 56 年卒 評 議 員 山屋　恵嗣 工学部土木工学科平成 8年卒

幹 事 長 伊藤　大輔 経済学部経営学科平成 5年卒

副幹事長 佐々木光寿 法学部法律学科平成 15 年卒

平成29年度「同窓の夕べ」にて

令和元年度支部総会

令和元年度「同窓の夕べ」にて
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◆　◆　◆　◆　◆　◆　　　支部だより　　　◆　◆　◆　◆　◆　◆

支部名 場　所

4月 苫小牧支部（4/18） グランドホテルニュー王子

写真部OB会（4/18） 札幌東急REI ホテル

山岳部OB会（4/18） カナモトホール（札幌市民ホール）

グリークラブOB会 未定

5月 札幌南区支部（5/22） ホテルライフォート札幌

帯広信用金庫支部（5/23） 十勝川温泉観月苑

蝸牛会（5/24） ジャスマックプラザホテル

岩見沢市役所支部（5/中旬） 未定

大学支部（5/下旬） 北海学園大学

小樽支部（5/下旬） レストラン好（ハオ）

千歳支部（5/下旬） 未定

江別市役所支部 江別市役所

6月 静内支部（6/5） ホテルローレル

経五期会（6/5） 札幌かに本家

令和2年度支部総会開催予定（上半期：4月～ 9月）

支部名 場　所

6月 経六期会（6/6） 未定

関西支部（6/13） がんこ阪急東通り店

北翔会（6/19） 札幌ガーデンパレス

空知支部（6～8月） 美唄市内

道南支部（6～7月） 未定

7月 応援団OB尚志会（7/4） 未定

釧路支部（7/10） 釧路プリンスホテル

東園会（7/22） 札幌東急REI ホテル

岩田地崎建設支部（7/上旬） 未定

札幌東区支部 未定

札幌市役所支部 札幌サンプラザ

8月 江別支部（8/29） セレモニーホールはやし野幌

9月 経三期会 未定

北見支部（8.16） 江別支部（8.31） ゆうほう会（9.13）

東京支部首都圏会（10.25）経三期会（9.14） 会計学友会（10.26）

経八期会（10.26）

豊陽会（1.8）

根室支部（11.16）

北杜会（2.15）

旭川支部（11.30）

木端会（2.21）
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事務局からのお知らせ
◆訃報

小林　正彦 氏
昭和41年経済学部卒業
豊陽会会長（平成9年〜平成10年）
平成30年逝去

増本　裕治 氏
昭和48年経済学部卒業
静内支部長（平成14年～令和元年）
令和元年12月23日逝去

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

クラブ・サークル活動通信 卒業生、サークルOB・OGの皆さん、
応援よろしくお願いします！

透青〜 2020 brushup
米田　由美子　作

プロフィール：経済学部経済学科　平成2年卒業

シルクアート
Vol.4

北海学園大学同窓会
〒062-8605　札幌市豊平区旭町4丁目1-40
TEL：011-841-1161（内線1148・1168） FAX：011-816-1001
E-Mail：doso.hgu@k8.dion.ne.jp　
ホームページ：http://www.hgu-dousoukai.org/

【少林寺拳法部】主将　小椋　玲奈　経営学部経営情報学科　2 年

　少林寺拳法部は4年生10名、3年生 7名、2年生 8名、
1年生5名、計30名で週2日活動しています。
　私たちは、対東北学院大学定期戦、北海道学生大会（夏・冬）、
全日本学生大会を中心に結果を残せるように日々努力してい
ます。今期11月4日に千葉県で行われた、全日本学生大会
では男女二段以上組演武で5位入賞という実績を残すことが
出来ました。来期でもこのような結果を残せるように日々の練
習を頑張りたいと思います。
　少林寺拳法部はOB・OGの皆様の支えもあり、令和元年に
創部50周年という記念すべき年を迎えることができました。
この部活が途切れることのないように、これからも部員一同精
進していきますので、ご声援のほどよろしくお願いいたします。

【演劇研究会】会長　高倉　弘樹　経済学部経済学科　3 年

　演劇研究会は現在 80名を超えるサークルとなっています。年に大
きく 3回、本格的な劇場を借りて公演を行っています。それ以外にも
他サークルと合同で道内各地を巡っての地方公演、他大学と競い合う
学生対校演劇祭、サークル内のイベントを通してやりがいのある活動
となっております。
　在籍しているメンバーのうち 8割以上が大学から始めており、大学
から皆と同時に楽しめます。また個性豊かな人が多くいる中でも、互
いを尊重し合い、その個性を演技でさらに生かしていけるのも大きな
魅力のひとつです。
　公演を観に来てくれたお客様の声が大きな活動の糧になります。ぜ
ひOB・OGの方もご観劇お待ちしております！　これからもご声援
の程よろしくお願いします。

住所変更の際はご連絡をお願いします

お手数でも同封の「住所等変更届はがき」（無料）または、

ホームページ（https://www.hgu-dousoukai.org/address/）、

FAX（011-816-1001）にて、同窓会事務局までお知らせく

ださいますようお願いいたします。個人情報は同窓会活動以外

には使用いたしません。
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